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【
編
集
後
記
】 

・
戦
後
７０
年
の
今
夏
。
昭
和
20
年
（
1945
年
）
6
月
10
日
爆
弾

攻
撃
・
7
月
17
日
艦
砲
射
撃
・
7
月
19
日
焼
夷
弾
攻
撃
。
体
験

者
の
多
く
が
後
期
高
齢
者
。
語
り
継
い
で
い
か
ね
ば
。 

 

・
日
本
の
雨
季 

梅
雨
。
今
年
は
梅
が
豊
作
。
子
ど
も
に
と

っ
て
お
に
ぎ
り
の
梅
干
し
は
苦
手
の
よ
う
で
す
。
大
人
に
な
れ

ば
大
切
な
伝
統
食
品
の
あ
り
が
た
み
が
わ
か
る
で
し
ょ
う
。 

 

★☆ お 知 ら せ  ☆★
 

 

毎年恒例となった海岸清掃も定着化し会瀬小学校 

・助川中学校・地域の諸団体そして地域住民の 

ご協力できれいな海岸にしたいものです。 

 

 

１．清掃作業に参加される方々は、各清掃分担地区に 

ご参集下さい。 

２．人身事故防止を優先し、安全第一収集作業をお願い 

します。 

３．清掃作業に参加される方は各自保護具（手袋・軍手） 

収集用ビニール袋をご持参下さい。 

＊地域の方々で用具類（草刈カマ等）ご持参下さい 

４．海藻類は収集しないでください。 

  回収物は手持ち可能な大きさまでとする無理をしない 

  

 ◎主催：会瀬学区コミュニティ推進会 

  ◎協賛：助川中学校生徒会・会瀬小学校・久慈町漁協

会瀬支所・会瀬学区内、各種団体・地域の皆様方 

 

 お願い事項 

◇お願い事項等は４ページに記載 

＊の高潮により被害を受けた海水浴場周辺に

対策として土嚢が積まれています。 

日程順延なし 



（３）                                 会瀬学区コミュニティ推進会                                               （２）                                   会瀬学区コミュニティ推進会   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会
瀬
小
学
校
か
ら
の
お
知
ら
せ 

夏
休
み
も
み
ん
な
で
見
守
る
よ 

 
７
月
21
日
（
火
）
か
ら
８
月
31
日
（
月
）
ま
で
、
42
日
間
の
夏
休
み 

に
な
り
ま
す
。 

 

学
校
で
は
、
安
全
な
生
活
を
送
る
た
め
に
、
次
の
よ
う
な
指
導
を
し
て 

い
き
ま
す
。 

地
域
の
皆
様
、
子
ど
も
た
ち
の
姿
を
見
か
け
た
ら
、
「
み
ん
な
で
見
守
っ

て
い
る
よ
。
」
と
一
声
を
お
願
い
し
ま
す
。 

【
子
ど
も
た
ち
へ
の
約
束
】 

 

・
朝
９
時
ま
で
は
、
お
た
が
い
に
遊
び
に
さ
そ
わ
な
い
よ
う
に
し
よ
う
。 

 

・
外
出
す
る
と
き
は
必
ず
「
行
き
先
・
帰
る
時
刻
・
一
緒
に
行
く
人
の 

名
前
」
を
家
の
人
に
知
ら
せ
よ
う
。 

行
き
先
に
ふ
さ
わ
し
い
身
だ
し
な
み
で
外
出
し
よ
う
。 

 

・
海
水
浴
場
以
外
で
の
海
水
浴
は
し
な
い
。（
大
人
と
一
緒
に
行
く
。） 

 

・
花
火
は
子
ど
も
だ
け
で
し
な
い
。（
大
人
と
一
緒
に
、
あ
と
し
ま
つ
を 

き
ち
ん
と
） 

・
危
険
な
場
所
で
は
遊
ば
な
い
。
鉄
道
線
路
上
、
工
事
用
の
資
材
置
き
場 

・
エ
ア
ー
ガ
ン
な
ど
危
険
な
遊
び
は
し
な
い
。 

・
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
や 

ロ
ー
ラ
ー
シ
ュ
ー
ズ
は
、
危
険
な
場
所
や
人
の
迷
惑
に
な
る
場
所 

で
は
乗
ら
な
い
。 

・
自
転
車
は
必
ず
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
っ
て
安
全
に
乗
ろ
う
。 

（
道
路
は
、
４
年
生
以
上
） 

・
大
ぜ
い
の
人
が
集
ま
る
場
所
、
危
険
の
予
測
さ
れ
る
と
こ
ろ
、 

学
区
外
へ
は
、
子
ど
も
だ
け
で
は
行
か
な
い
。 

大
人
と
い
っ
し
ょ
に
行
こ
う
。 

・
子
ど
も
だ
け
で
外
泊
は
し
な
い
。 

・
ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト
や
カ
ー
ド
な
ど
の
売
り
買
い
は
禁
止
で
す
。 

・
携
帯
電
話
・
パ
ソ
コ
ン
な
ど
は
お
う
ち
の
人
に
話
し
て
か
ら 

使
い
ま
し
ょ
う
。 

※
何
か
あ
り
ま
し
た
ら
、
会
瀬
小
学
校
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。 

【
会
瀬
小
学
校 

℡
０
２
９
４-

３５-

６
５
２
８
】 

「
ふ
る
さ
と
会
瀬
」
か
ら 

 

会
瀬
旧
述 

そ
の
二 

 

会
瀬
浦
は
岩
礁
に
か
こ
ま
れ
て
い
る
。
大
正
2
年
（
1913
年
）
か
ら
４
年
に
か
け
て
築
か
れ
た
154
ｍ
の
南
防

波
堤
は
七
夕
磯
を
利
用
し
鵜
島
に
つ
な
ぐ
堤
防
で
あ
る
。
陸
地
か
ら
磯
の
先
端
に
あ
る
夫
婦
石
ま
で
約
１
k

ｍ
の
岩
礁
地
帯
が
七
夕
磯
で
あ
る
。
こ
の
磯
か
ら
北
に
延
び
る
岩
礁
の
先
に
築
島
（
現
在
の
青
少
年
の
家
グ
ラ

ン
ド
東
か
ら
沖
に
の
び
る
堤
防
の
先
端
に
あ
っ
た
島
）
が
あ
っ
た
。
こ
の
島
か
ら
岸
に
67
ｍ
の
北
防
波
堤
が

大
正
７
年
（
1917
年
）
に
築
か
れ
た
。
舟
入
り
海
岸
か
ら
続
く
岩
礁
と
北
防
波
堤
の
間
が
会
瀬
の
船
溜
ま
り
へ

の
出
入
り
口
で
あ
り
昭
和
10
年
代
ま
で
標
識
灯
が
舟
入
り
岩
礁
に
設
置
さ
れ
て
い
た
。
津
神
社
が
あ
る
伊
勢

崎
（
初
崎
）
の
が
け
下
に
は
広
い
平
坦
な
岩
礁
が
あ
っ
た
。
こ
の
岩
礁
は
初
崎
の
磯
へ
と
繫
が
っ
て
い
る
。
人

工
の
堤
防
を
除
い
て
会
瀬
浦
を
俯
瞰
す
れ
ば
い
か
に
磯
に
囲
ま
れ
た
浦
か
想
像
で
き
よ
う
。
ま
し
て
６
月
の
干

潮
時
、
特
に
大
潮
の
景
観
は
素
晴
ら
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
会
瀬
旧
述
に
は
優
れ
た
自
然
美
を
伝
え
よ
う
と
伝

説
を
含
め
て
会
瀬
浦
と
磯
に
つ
い
て
克
明
に
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

七
夕
磯
に
あ
る
、
数
多
い
岩
石
の
名
称
で
昭
和
に
伝
え
ら
れ
て
い
た
の
に
大
門
崎
が
あ
る
。
現
在
の
浜
町
橋

の
先
に
あ
る
磯
で
、
長
大
な
七
夕
磯
の
入
り
口
に
あ
た
る
の
で
大
門
（
お
う
も
ん
）
と
名
付
け
ら
れ
た
。 

 

会
瀬
旧
述
に
、
磯
に
絡
む
五
奇
談
が
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

一 

岩
崎
洞
鳴 

会
瀬
の
南
に
続
く
崖
に
洞
穴
が
あ
る
。
風
雨
が
強
く
大
波
が
洞
穴
に
打
ち
付
け
る
と
、
雷

が
轟
く
よ
う
な
音
が
聞
こ
え
る
不
思
議
な
場
所
だ
。 

 

二 

神
磯
鳴
物 

鵜
島
（
今
は
蛸
島
）
の
近
く
で
三
味
線
や
笛
の
音
が
聞
こ
え
た
り,

鼓
の
音
が
聞
こ
え
た

り
す
る
の
で
浦
の
人
は
神
磯
と
言
っ
て
い
る 

 

三 

中
江
奇
岩 

伊
勢
浦
（
現
在
の
舟
入
り
海
岸
）
の
渚
近
く
に
尖
っ
た
大
き
な 

岩
石
が
あ
っ
た
。
登
る
と
怪
我
を
し
、
病
気
に
な
る
の
で
神
が
や
ど
っ
て
い
る
石
と
い
う
。 

 

四 

麓
磯
の
水
巻 

伊
勢
崎
の
下
磯
（
現
在
の
津
神
社
先
）
に
釜
の
よ
う
な
大
き
な 

岩
が
三
つ
あ
り
、
波
が
入
る
と
渦
を
巻
く
の
で
津
の
神
の
手
洗
い
場
と
い
う
。 

 

五 

初
崎
磯
壺 

初
崎
磯
に
周
囲
を
岩
礁
に
囲
ま
れ
た
プ
ー
ル
状
の
場
所
が
あ
る
。 

磯
壺
と
言
い
水
深
も
あ
り
夏
な
ど
は
水
温
も
上
が
り
自
然
の
潮
湯
治
場
に
な
っ
た
。 

大
き
な
水
た
ま
り
か
ら
「
た
ま
り
」
が
濁
っ
て
「
だ
ま
」
と
な
り
初
崎
海
岸
の 

絶
好
の
遊
び
場
と
な
っ
た
。 

 

水
戸
藩
主
徳
川
光
圀
は
諸
国
の
海
産
物
を
取
り
寄
せ
後
世
の
た
め
に
と
会
瀬
浦
の
磯
に 

放
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
千
葉
房
総
か
ら
「
あ
わ
び
」「
と
こ
ぶ
し
（
小
あ
わ
び
）」 

「
さ
ざ
え
」。
宮
城
金
華
山
か
ら
「
な
ま
こ
」。
北
海
道
松
前
か
ら
「
こ
ん
ぶ
」。
仙
台
か
ら 

「
ま
つ
も
」
等
。
現
在
、
姿
を
見
な
い
の
は
「
さ
ざ
え
」
と
「
こ
ん
ぶ
」
で
他
は
会
瀬
の 

磯
で
確
認
で
き
る
。 

 

育
成
会
親
睦
会
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
大
会 

５
月
16
日(

土)

に
会
瀬
学
区
子
ど
も
会
育
成 

会
の
親
睦
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
会
瀬 

小
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
会
育 

成
会
と
先
生
チ
ー
ム
の
６
チ
ー
ム
で
熱
戦
が
繰 

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
結
果
は
、
よ
つ
葉
子
ど 

も
会
が
優
勝
し
、
見
事
９
連
覇
を
達
成
し
ま
し
た
。 

準
優
勝
はT

E
A

M
 A

L
L

O
W

（
先
生
チ
ー
ム
）、 

３
位
に
日
の
出
東
町
子
ど
も
会
、
あ
ゆ
み
芳
原/ 

潮
音
子
ど
も
会
連
合
チ
ー
ム
と
な
り
ま
し
た
。 

今
後
と
も
子
ど
も
会
活
動
へ
の
ご
理
解
と 

ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 

子
ど
も
会
育
成
連
合
会 

通
澤
健
一 

  

優勝 ひかり子ども会（ミラクル） 

準優勝よつ葉子ども会 

子
ど
も
会
球
技
大
会 

 

６
月
７
日(

日)

に
子
ど
も
会
球
技
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
前
日

の
雨
が
嘘
の
よ
う
な
晴
天
に
恵
ま
れ
、
６
単
会
か
ら
７
チ
ー
ム
に
よ
る

激
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
結
果
は
、
ひ
か
り
子
ど
も
会
（
ミ
ラ

ク
ル
）
が
見
事
優
勝
し
ま
し
た
。
準
優
勝
は
よ
つ
葉
子
ど
も
会
３
位
は

日
の
出
東
町
子
ど
も
会
と
な
り
ま
し
た
。 

  

優勝は９連覇 よつ葉子ども会 


